
(7月下句号)

7
月

ω日
・

不
動
産

さ
電
話

公
売
お
知
ら
せ

新
し
い
農
業

委
員
決
ま
る

(第145号)

一
六
番
、
田
五
畝
一

四
歩

一

二

四
番
の一

、
宅
地

五

四

坪

一

六

一

元

)

ム

末

阿

彦

太

郎

〈

ω)小
路

⑪

大
村
市
宮
代
郷
字
大
多
武
二
大
村
市
並
松
郷
三
二
四
蒋

一
家
屋
番
号
同
郷
一
三
三
番
、
木

口
郷
四
九
六
(
現
)
ム
安
井
彦
作

七
三
八
番
、
田
五
畝
二
八
歩
一
家
屋
番
号
同
郷
一
四
七
審
、
木
一
造
瓦
葺
二
階
家
臣
舗

一
一
棟
、
建

(
侃
)
小
路
口
郷
六
凶
六
(
元
)

⑪

大
村
市
並
松
郷
字
問
畑
一
二
造
草
葺
卒
中
部
佳
一
家
一
般
、
建
坪
一
坪
一
八
坪
八
合
列
二
階
一
五
一昨
一
袋
委
民
会
委
員
選
挙
は
七
月
十
一

第
六
選
挙
区

(
宜
似
一
地
区
)

市
税
滞
納
に
よ
る
差
押
財
産
を
次
一
一
一
一
昨
七
合
八
勺
一
六
番
、
畑
一
反
ニ
畝
歩
一
三
四
坪

一

五

合

三

勺

一

一
目
立
候
補
を
締
切
り
じ
月
十
六
一
〔
四
〕
ム
中
瀬
正
隆
(
け牡
)
中
岳
郷

の
と
お
り
公
売
に
付
し
ま
ず
か
ら
一
①

大
村
市
四
ノ
郷
宇
中
尾
六
四
一
⑫
大
村
市
宮
代
郷
宇
中
丸
尾
八

一

付
属
、
木
造
草
葺
卒
家
庄
一
家
二
@
大
村
市
木
場
郷
字
後
谷
二
八
一
日
第
二
選
挙
区
(
鈴
田
地
区
)
、
一
一
一
一
九
(
現
)
ム
森
金
作
(
臼
)
荒

賀
受
希
望
者
は
当
日
読
ま
で
に
一

八
溝
、
問
一
反
一

七

歩

一

二

八

審

、
山
林
二
反
九
畝
二
O
一
棟
、
建
坪

一ニ
坪

二

番
口
、
回
二
畝
二
三
歩
程
一
首
選
挙
区
(
西
大
村
地
区〉
、
雨

竺

て
八
の
二
(
新
)
白
山
田

印
鑑
持
参
の
上
ど
参
集
く
だ
さ
い
一
@
大
杓
市
政
島
郷
字
岩
舟
四
三

歩

一

付
属
、
木
造
車
軒
家
信
二

部

歩

一

第

五

選

挙

区

(

竹
松
地
区
)
の
一
ニ
一
友
一
ハ
ゼ
宮
代
郷
二
O
一
O
(

l
-
J、

、

ム
公
売
日
時

昭
和
三
十
二
年
七
一

八
番
の
二
、
畑
八
畝
五
歩
、
列
一⑬

大
村
市
M
島
郷
字
須
田
ノ
木
一
腕
、
控
室

坪

一

@

大

村
市
政
島
郷
字
鳥
越
八
二

選
挙
区
一
の
み
投
票
を
行
い
(
白
地
一
現
)
ム
宮
崎一服
吉

6
)百
代
郷

授

録

も

れ

は

抜

尚

一刀

て

き

な

し

月
三
十
日
午
後
一

一時

一

時

三

歩

一
八
一
一
一六

寝

泊

ハ

畝

幸

一

@

大

村
市
立
警
告
出
九
一
九
、
八

三
一番
合
併
第
一
、
回
一
区
は
無
投
票
¥
即
日
開
票
川
翌
一

一一一

五

長

)

ム
公
売
場
所

大

村
市
役
所
税
務
一
④
大
村
市
中
里
郷
字
喜
一
一
一
一
一
⑪

大
村
市
田
下
郷
字
賀
槻
平
一
一
六
九
容
の
三
、
田
三
畝
三
歩
て
一
一
畝
一

O
歩

一

十

七

日

選

芸

員

ま

の

と

土

第
十
選
挙
区

(
福
重
地
区
)

在

一

長

ド

3
斥

へ

包

専

乃

登

録

凋

査

一

課

一

一

一一帯
、
畑
七
畝

一
七
歩
、
起
一

0
0
0事
、
団
長
一

三

歩

五

大
村
市
冨
ノ
原
郷
守
福
里
二
@
大
村
市
四
ノ
郷
字
率
人
三

り
一一一
十
王
名
の
当
選
者
を
決
定
し
一〔
四〕
ム
山
上
宏

一
宕
)
矢
上
郷

…
材対
-埼
m
刊誌

t
z
Rノ
A
f
?
U
-
資

格

者

ニ

=E生

一ム
公
売
万
法
一
般
競
争
入
札
一
畔

三

一

手

石

大
村
市
田
下
郷
字
要
木
場

二

三
四
七
番
、
則

一

反

歩

一

O
四
二
番
、
畑
六
畝

二

歩

一

た

。

一

二

一二
戸
新
」
ム
一

隅
武
義
F
U
〉
肱

問

…

基

本

選

実

在

公

正

な

投

票
を
確
保
す
る
た
め
に
選
挙
栴
の
あ
何
人

iニ
ム

封

印

刷

同

一
札
金
額

一

式

叫

諮

問

七

八

一

与

回
三
献

2九幸歩
;i
列益」」」駐」t
す

一17ヲ三よ
@
y
グ
ヨ
三

一ニ弘討一以詰詞

1誌持調町列却』寸川胤唱叫叫叫

官一哨司悶開州字

Zj
道薦費]附吹」九」一三4司詰別吋詔詰叶品副語叩肝蹴賭即脳賜M
悶

堵点勾弓吋吋

t一二三一ご一」五」
一
仇
計
市
ぷ
詰
十ι釘問段詰
陥
樟
潤

U脂詰与吟諸詰旦ば釘笠幻2一
耳
明
枠
持
阿
均
川
信
詰叫

m"
ロ
一

め
室
登
録
響す
る柔犬
切史
な
符
稲附
で
芸
ず
。
(
二
面
「
選
挙
人
名
縛
の
詰
芭
」
J

をきぜきど参青照く

f7さ京
い
。
)

一ム
代
金
納
付
万
法
?

一
@
大
村
市
水
主
間
七
二
九
番
の
で
ゆ
大
木
市
同
島
郷
字
北
平
七
一
一

@

大

5
i矧
三

ご
語

、
一
大
村
市
四
ノ
郷
字
鋭
山
一

二

三

早

名

、
農
業
共
済
組
合
唯
一

日

首
一井
町
蝋
五
四
六

2
8

月

一

と
の
名
簿
は
、
毎
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調
製
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
選
挙

一心
薬

物

件

て

一、
宅
地
一

七

坪

一

三
番
、
自

畝

ニ
O
歩

一
家
屋
号
同
郷
一

四
九
器
、
木

一

妻

、
畑
一ニ
畝

一

喜

一
ん
委
員
一
名
も
決
定
し
た
。
一

管
理
童
話
で
は、

あ
ら
か
じ
め
次
の
蓄
に
よ
り
登
録
資
格
者
の
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

一試

軒

担

当

者

r
Z訴
宣
言

ι一一司
ZM字喜
八

一

諸

問

諸

問

一秘

密
一
@
審
筒
罰
金
、
竹
松
周
一
;
七
一
〔
選
挙
に

よ

る

委

員

ニ

ヨ

諮

問

一

年

設

有
権
者
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一

造

瓦
葺
ニ
豪

語

一棟
、
建

了
回
大
村
市
開
川
内
郷
軍
コ
二
一
島
大
村
市
五
ノ
郷
字
赤
道
一
一
一
五
一
言
、

E阻
治

2
2豆
一

ヘ
雲

架
J

一第
一
選
挙
区
I
(
一

v
d
~一郷
天

八

袋

二

密

葬

(

Z
嬰

領

L

認
可
能
耕
一
望
抗
議
刊誌
一パ主将
日
行
自
伝
作
十
日
持
i
ト
可
作
ー
ト
!
i
juu一括
一
言
投
下
配
布
一
匹
忠

告

査
現
在
日

七
月
二
一一

や
裂
に
よ
る
欠
署
長
か
一

ら
な
い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん

oX
Rgs
hsss冷
ミ
ミ

8
5
3
s
s一
一

第
五
条
賢
金
は
次
の
表
に
掲
げ

一折
(
幻
〉
日
混
一
五
・四
一
一
応
一
新
)

幹

方
法

各

区

乙
基
一

れ
ま

三

貨

当

時

一

調
査
書
の
提
出
が

な

い

一
脅

か

ら

八

会

坊

で

す

川

町

3
2
お

く

れ

下

ら

加

算

税

一

等

よ

っ
て
貸

付

言
の

一

当

8
2TE一
r
議

会

推

薦

委

員
〕

本
選
苧
人
名
遣
録
資
料
智

一
調
査
芸
草
面
t

1

4
茸
一
と
名
簿
に
登
録
も
れ
と
な
一

U
3
Z
Jる
会

一

〈
松
原
地
区
)
松
笠
公
民
自
一

は

…

所

得

税

の

予

定

申

告

と

納

期

一
生
業
資
金
の
貸

に
あ
て
は

一第
一
一
選
挙
区

(

「

区

)
一ム
膝
崎
寛
大
日
)
陰
年
郷
一

、

時

間

龍

一

一

第

出

経
由

し
て
く
だ
さ
い
。

一
居
住
し
て
い

i、
一

和

信

長

時

三

一

昨

れ

関

長

一伝

説

ピ

耕

地

区
)一

納
付
は
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
と
一
で
に
、
予
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

一
の
担
当
民
生
室

経

由

し
〈

一舵
一一一

O
O
(覗
)

一

「
農
協
推
薦
委
員
〕

資

格

の

あ

る

人

一
必

読

書

を

提
出
し
て
く
だ
一
し
ま
す
。

一

一勝

一
者
を
対
象
と
し
、
市
政

一

一
議
長
舘

一な
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
期
限
内
一
な
り
ま
せ
ん
。

一

本
市
社
会
福
秘
協
議
会
f
二

第
三
選
挙
区

(
大
村
地
区
)
一

一一一有
地
区
ム
藤
田
芯

芸

白

発行所
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資
金
の
貸
付
は
生
活
悶

(一)

同

第
三
条

市
鳴
民
税
の
矛
プ
期
分
の
納
期
限
は

r月
幻
自
ま
で
ι

'固
定
資
産
院
守
二
期
分
の
督
促
期
聞
は

7
月
間
日
か

f
n
M
日
ま
で
で
す
。

七
月
三
十
日
(
午
前
十
時

1
午
後
三
時
〉
佐
世
保
市
ア
メ
リ

カ
文
化
セ

シ
タ
l
、

七
月
三
十
一
日
ハ
同
)
長
崎
県
庁

一
陪
小
講
堂
で
開
〈
.
登
録
手
数
料

一
件
百
五
十
円

早
め
に
納
め
て
く
ピ
さ

ν

。

刀
剣
な

rの
審
査
会



求

貸

家

官
公
署
会
社
な
ど

へ
転
勤
し
た
人
で
住
宅
を
探
し
て
い
る
人
が
相
当
払
り
ま
す
.
貸
家
ま
た
は
貸
間
を
お
持
ち
の
向
は
市
役
所
内
建
需
課
監
理
係
へ
お
申
し
出
〈
だ
さ
い。

ハ
建
鞍
課
V

(二〉り

以
内
と
す
る
。

一讃
化
議
病
が
発
生
し
て
お
り
、

一

ぃ

。

一

①

み

か

ん

の

若

木

で

枝

折

れ

し

一

埋

安

保

は

上

げ

る

之

水

深

な

Y
長
一
山
山
か
け
る

と

と

。

一

初

秋

蚕

の

掃

立

葉関口すぐ
排水や

一
出
明
直
結
晶
誠
一
一
一
臨
時
間
一
位
一
知
出
叫
ん
皇
制臨時…一一…一一一川一一七
一J
許認問材料一
治
龍
一
hm

一

一

利

冠

水

田

清

ザ

タ

マ

ォ

一止
の
た
め
に
、
京
第
水
銀
製
一

Z
ニ
イ
め
し
虫
の
最
盛
期
は
一
る
処
は
速
や
か
に
圏
内
に
入
れ
る
一

uj
-
L力
の
回
復
を
は
か
る
永
一
さ
が
雪
、
子
ど
も
た
一O
そ
の
他
学
校
で
示
し
た
諸
童
相
を
あ
げ
ま
し
た
。

弘

前

一

一

一

一

で

き

る

だ

出

張

山

花

日

二

世

間

一

一

昨

昨

月

正

一

…

龍

一

昨

日

前

一

一

院

を

河

口

明

)

一

一

一

一

一

明

日

郡

山

凶

器一…一一拍耕一関税控訴
一
日
記
昨
日
限
山
一
時
間
一副
首
長
時
十
日
叶

ur--官白川崎山仰向山……一一一台
一自
即
日
一
時
一
一
昨
日
一

照
の
上
、
今
後
の
管
理
に
よ
っ
て
一
く
洗
い
事
。
一
替
え
を
せ
て
そ
の
回
答
特
つ
一
か
き
を
行
い
、
且
つ
棄
に
し
て

一

官
接
川

A
ッ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
一
…
さ

…
ど
は
排
水
を
よ
く
す
る
一
④
転
倒
株
は
起
し
て
株
際
を
盗
水
難
や
危
険
か
ら
安
全
に
守
る
た
一舘
棋
の
広
場
で
少
年
防
犯
剣
道
大
石
川
市

MMKU民
刊
行

理
か
る
よ
っ
つ
官
民
知
事
一
耕
三
日
罪
判
部
百
五
山
市
町
山
一諮問一一一一げ一閉じ一一昨日一一詑……閉山山
一一尚一作許可すれ刊号
M
1

4
モ

チ

病

に

仁

一

一村
冠
水
田
は
肥
料
が
流
れ
込
む
一
は
速
か
に
水
銀
粉
剤
、
水
統
制
一一一
一菌
、
加
盟
一
塁
露
す
。

一

x

x

x

x

x

x

×
一
イ
セ
ン
ま
た
は
ボ
ル
ド
ー
液
章
一
は
、
そ
の
ま
ま
株
上
げ
す
る
。
正
当
時
間
即
日
防
対
策
に
一
の
一見
剣
士
約
工
芸

か

出

場

し

て

一

吉

訂

見

守

詩

的

…
合

…
豪
雨
の
場
合
は
水
路
に
一
場
合
も
あ
る
が
、
普
通
砧
肥
料
カ
一
銅
水
銀
剤
な
と
て
勧
除
す
る
乙
と
一
煙
草
野
菜
な
と
の
晩
植
は
、

一
枝

折

れ

は

切

り

直

す

一ち
に
罪
す
る
o

一@
埋
没
程
度
が
浅
い
と
き
は
株
一
ま
す
。
お
願
い
し
一熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。
一
ら
ず
飼
育
す
る
よ
P

つ
お
す
す
め
し

…
赤

…
注
意
し
「
欠
か
い
」
深
一明
土
と
と
も
に
流
さ
れ
る
。
し
た
一
例
冠
水
地
時
で
は
「
イ
ネ
ア

ォ
一遅
く
と
も
八
月
古
ご
ろ
ま
で
に

一…

H
J①
み
か
ん
は
警

の

一…
吾
川
天
候
回
復
次
第
、
陸
間
一
際
の
土
砂
を
排
除
し
て
や
る
。

一特
に
家
庭
で
は
次
の
乙
と
を
厳
重
一

ii;
;ィ
目

付

一ま
ま

…

水

…

水

延
長

い
よ
う
努

一ヵ
っ
て
退
水
後
、
稲
の
回
復
豆
ム
シ
」
が
量
的
に
被
害
を
お
よ一
本
凹
柏
村
を
終
る
乙
と

0
2主
主
…
発
生
が
は
げ
し
く
な

Ar--
の

耳

、
土
寄
せ
を
行
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